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 令和元年 10 月、消費税が 8 パーセントから 10 パーセントになりました。その時家族は、 

「値上げされるみたいで嫌だね。」 

と言っていました。私も買い物をしているとき、税込価格を見て、何となく損をしているよ

うな気分になっていました。しかし、そんな私の考えが変わったきっかけがあります。それ

は高校入学時に自分たちで教科書を購入したことです。今まで当たり前のように無償で受

け取っていた教科書。それが税金によって支えられていることに改めて気付き、税について

もっと知りたいと思いました。 

 調べてみると、税金は医療費や道路などの整備、ごみ収集など、私たちの生活にはなくて

はならないものに使われていることが分かりました。ほかにも被災地の復旧や、世界の貧困

や飢餓で苦しんでいる人への支援として使われているそうです。私はこのことを知って、自

分が払った消費税が、少しではあるものの周りの人たちや、被災地で頑張っている方たちの

力になれているような気がして、少し嬉しいと感じました。 

 世の中には昔の私と同じように、消費税を払うことに少し不満があったり、義務だからと

仕方なく払ったりしている人が多くいると思います。でも、税の使い道を見てみてください。

きっと自分の想像以上にいろいろなところで、人の役に立っていると思います。私は税が、

自分の大切な人や、どこかで苦しんでいる人のことを想って払われる、優しく温かいものに

なってほしいです。今、世界中で大流行している新型コロナウイルス。この作文を書いてい

る外は、どしゃ降りの雨です。感染症に自然災害。聞いているだけで気分が落ち込んでしま

います。でも、ふとニュースでこの状況化にいる人を勇気づけよう、笑顔にしようとしてく

れる人たちを見ると、心が温まり、自分も何かしたいと思うようになります。こんなふうに

税も、誰かのことを考える優しさの連鎖のようになってほしいと思っています。そうしてい

つの日か、世界中の人が安心して、笑顔で日常を送れるようになれば、私はとても嬉しいで

す。 

 私はまだ 15 才で、社会に貢献できるような力なんて全然ありません。でも自立して、自

分で税金を払うようになったときは、大切な人のことを想って貢献していきたいです。 


